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令和７年度 食育に関する県民意識調査

１ 調査の目的
「第４次いしかわ食育推進計画(R4～8年度)」は、令和８年度が計画の最終年度となること

から、本計画の評価並びに次期計画策定の基礎資料とするため、県民の食育に関する意識や
実践状況等について調査を実施した。

２ 調査対象

３ 調査方法
自己記入方式のアンケート調査とし、郵送またはインターネット回答により実施。
対象（１）～（３）：対象施設等の協力により調査案内（QRコード付き）を配布・回収

       （インターネット回答のみ）
対象（４） ：郵送にて調査票を配布・回収（郵送またはインターネット回答）

４ 調査時期
令和８年１月～２月

５ 調査内容
① 食育への関心について
② 現在の食生活について（栄養バランス、朝食摂取）
③ 生活習慣病等への意識について
④ 共食の状況について
⑤ 食事マナーと郷土料理について
⑥ 農林漁業体験について
⑦ 地産地消について
⑧ 食品ロスについて
⑨ 災害時の非常食等の備えについて
⑩ 食品の安全性について

６ 子どもを対象とした調査について
本調査では、いしかわ子どもの権利基本条例第11条における意見表明及び社会参画の一つと

して、幼児（１・３・５歳児）、小学生２・４・６年生、中学２年生、高校２年生を対象に
調査を実施した。
幼児・小学生の調査においては、できる限り本人の意見を反映できるよう保護者にサポート

を依頼した。また、設問や選択肢は、趣旨が変わらない程度に子ども向けの表現で作成した。
ただし、低年齢層では意見表明が困難な場合も考えられ、保護者による代行回答が含まれる
可能性があることから、得られたデータの解釈および年齢間比較には注意が必要である。

対象者 抽出方法 対象者数 有効回答数 回収率

（１）幼児(1,3,5歳児)
及び 保護者

市町ごとに対象施設(保育所
等)、対象者を無作為抽出

各 400人
計1,200人

768人 64.0％

（２）小学校2,4,6年生
及び 保護者

小中学校：市町ごとに対象
校、対象者を無作為抽出
高等学校：圏域ごとに対象
校、対象者を無作為抽出

各   400人
計1,200人

848人 70.7％

（３）中学2年生
高校2年生

各   400人
計 800人

750人 93.8％

（４）満20歳以上
各市町の住民基本台帳から
無作為抽出

2,000人 1,219人 61.0％

合計 5,200人 3,585人 68.9％
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調査項目（１）食育への関心について

・食育に「関心がある｣、｢どちらかといえば関心がある｣を合わせた回答は、幼児保護者が９割で最も高く、
中高生が７割弱で最も低い結果となり、20ポイント以上の差があった。

・中高生のうち、食育に関心がない理由で最も多かったのは「『食育』自体についてよくわからないから」
であった。

・前回調査からは、成人の意識に大きな変化は見られなかった。

食育に関心があるか 〔前回比較・成人〕

〔中高生・成人〕食育に関心がない理由は何か（複数回答）

中高生
「食育」自体についてよくわからないから」       ・・・・・・・・・・37.6％
「食事や食生活への関心はあるが、他のこと（仕事、趣味など）で忙しいから」・・・・・・・・24.7％

成人
「食事や食生活への関心はあるが、他のこと（仕事、趣味など）で忙しいから」・・・・・・・・31.6％
「食事や食生活への関心はあるが、食費を安くすることの方が重要だから」・・・・・・・・・・29.9％

〈考察〉
食育への関心は、ほとんどの調査対象で8 割以上と高く、特に幼児・小学生及びその保護者の関心が高い傾向で
あった。保育所等での体験型食育の実施や、学校給食による生きた教材を使った食育などが実を結んでいると考えられ
る。
一方で、中高生は７割弱と他の調査対象と比較して低い。中高生の関心がない理由では「食育自体についてよくわ
からないから」が最も多いため、知識不足を補えるよう食育事業の見直しなどが考えられる。
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・主食・主菜・副菜をそろえて食べることが１日に２回以上ある日が「ほぼ毎日」の回答は、小学生が
６割で最も高く、成人が４割で最も低かった。成人の中では特に20歳代が低く、３割であった。また、
成人は、前回調査から9.4ポイント低下した。

・主食・主菜・副菜をそろえて食べる回数を増やすために必要なことでは、幼児保護者、小学生保護者、
成人は「手間がかからないこと」が最も多く、中高生は「時間があること」の回答が最も多かった。

調査項目(２)-1 現在の食生活について ~食事バランス~

〔前回比較・成人〕

主食・主菜・副菜をそろえて食べることが１日に２回以上ある日は、週に何日あるか

主食・主菜・副菜をそろえて食べる回数を増やす
ために必要なことは何か（複数回答）

〔成人・年代別〕

〈考察〉
主食・主菜・副菜をそろえて食べている割合は、幼児～中高生で５割を上回り、成人・保護者で５割を下回る
結果となり、成人・保護者への対策が必要と考える。
主食・主菜・副菜をそろえて食べるには、「手間がかからず、時間に余裕を持つ」ことが必要との回答が多く、栄養バラ
ンスの良いレシピだけでなく、調理の手間が少ないレシピや、外食・中食でもバランスよく食べられる組み合わせの紹介な
どの取組みが必要と考えられる。
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・朝食を「ほとんど毎日食べる」の回答は全ての調査対象で８～９割だった。このうち、20・30歳代は
６～７割であり、他の調査対象と比較して低い結果となったが、前回調査からは増加した。

・朝食を食べるために必要なことについて、成人は「朝、食欲があること」、中高生は「朝早く起きられる
こと」、幼児・小学生保護者は「自分で朝食を用意する時間があること」が最も多かった。

調査項目(２)-2 現在の食生活について ~朝食摂取~

〔前回比較・成人〕

ふだん朝食を食べるか 毎日朝食を食べるために必要なことは何か（複数回答）

〔成人・年代別〕

〈考察〉
対象者の８～９割が毎日朝食を食べているが、中高生から低下傾向になり、20歳代で６割と最も低くなっている。
生活環境に変化が生じる中高生～20歳代への取組みが求められる。
また、中高生は、朝食を食べるために「朝早く起きることが必要」と回答している者が大多数であることから、早く就寝す
る生活習慣づくりなどを併せた取組みも必要と考えられる。
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調査項目（３）生活習慣病等への意識について

生活習慣病の予防や改善のために、ふだんから適正体重の維持や減塩などに気をつけた食生活を実践しているか

・生活習慣病の予防や改善のために、ふだんから適正体重の維持や減塩などに気をつけた食生活をすること
に「いつも気をつけている」「なるべく気をつけている」を合わせた回答は約７割となり、前回調査から
約５ポイント減少した。

・気をつけていない理由は「面倒だから取り組まない」の回答が42.0％で最も高かった。

〔前回比較・成人〕

気を付けていない理由

〔成人・年代別〕

〈考察〉
成人においては、共働き世帯の増加や外食・中食の普及など、社会環境の変化により生活習慣病の予防や改善に
気を付けた食生活を送ることが難しい場合もあることから、県民のライフスタイルに応じた健康的な食環境づくりを推進す
ることが求められる。
高齢者は、生活習慣病の予防や改善に気を付けている割合が他の調査対象と比較して高い。引き続き、健康寿命
延伸を目的としたフレイル予防の取組みなどを推進していく。
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調査項目（４）共食の状況について

朝食や夕食を、家族などと一緒に食べることが、１週間にどのくらいあるか

〔中高生・成人〕家族などと食べていない理由

「子ども食堂」などに行ったことがあるか

・朝食や夕食を、家族などと一緒に食べることが、「ほとんど毎日」の回答は、幼児・小学生で９割近くとなり
中高生・成人は７割弱となった。

・家族などと食べていない理由は、中高生・成人ともに「家族などと生活リズムが異なる（食事の時間が
合わない）ため」の回答が最も多かった。

・幼児・小学生・中高生のうち、子ども食堂などに行ったことがない者の割合は８～９割となった。そのうち
1～２割が「行ってみたいけど、どこにあるか分からない」「行ってみたいけど、入りづらい」と回答した。
また、３割が「子ども食堂があることを知らなかった」と回答した。

行ったことがない理由

〈考察〉
中高生では部活動や塾・アルバイトなど、成人では仕事の終わる時間の違いなどにより、生活リズムの違いはあるもの
の、週に１回以上の共食の機会がある者は、最も少ない成人でも９割となった。
家族だけでなく、友人や地域の方と一緒に食事をすることも共食の一つであるため、子ども食堂に行ってみたいと思う
者への共食の場づくりや、子どもたちへの周知については、今後も必要な取組みと考えられる。
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調査項目（５）食事マナーと郷土料理について

〔前回比較・成人〕

・食事のマナーや作法に「気をつけている」「どちらかといえば気をつけている」を合わせた回答は、
幼児を除く調査対象で概ね９割となった。

・郷土料理や伝統料理など、地域や家庭で受け継がれてきた料理を「食べている」「どちらかといえば
食べている」を合わせた回答は、小学生が７割で最も高かった。成人は７割弱となり、前回調査と比較する
と6.1ポイント低下した。

・郷土料理や伝統料理等地域で受け継がれてきた料理を受け継ぐために必要なことは、中高生・成人ともに
「親などから家庭で教わること」が最も多かった。

食事のマナーや作法に気をつけているか

郷土料理や伝統料理など地域や家庭で受け継がれてきた料理を食べているか

「親などから家庭で教わること」
・・・・中高生72.1％ / 成人83.2％

「子供のころに学校で教わること」
・・・・中高生53.2％ / 成人48.1％

〔中高生・成人〕受け継ぐために必要なこと（複数回答）

〈考察〉
食事マナーに気を付けているとの回答は８～９割であり、家庭や教育の場での食育が行き届き、多くの方に食事マ
ナーが身についていることが伺える。
郷土料理や伝統料理を食べているとの回答は５～７割であり、小学生が最も多く、学校給食での生きた教材が
郷土料理に触れる機会に繋がっていることが伺える。他にも、2025年12月には「加賀料理」が国の登録無形文化財
に選ばれており、今後も子どもたちに伝統料理の歴史や文化の魅力を伝える機会を設けることが重要である。
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農林漁業体験をしたことがあるか

・農林漁業体験をしたことが「ある」の回答は、小学生が約５割で最も高い結果となった。
・小学生保護者では、子どもと一緒に農林漁業体験をしたことが「ある」の回答が最も多かった。
幼児保護者では「興味があるが、ない」の回答が最も多かった。

〔幼児保護者・小学生保護者〕
子どもと一緒に農林漁業体験をしたことがあるか

〈考察〉
小学生で農林漁業体験をしたことがある割合が最も高く、小学生を対象として実施している「いしかわ田んぼの学校
推進プロジェクト事業」の取組み成果や、いしかわ耕稼塾「農業学ぼうコース」の参加者の多くが子供が小学生以下の
親子・家族であること等が、結果に反映されたと考える。
「いしかわ農林水産業ボランティア」は成人の参加がほとんどのため、親子で参加できるものなど、高校生以下の参加も
促進していきたい。

調査項目（７）地産地消について
・産地や生産者を意識して石川県産の農林水産物・食品を「いつも選んでいる」「時々選んでいる」を
合わせた回答は約８割であった。

・生鮮食品を購入する際の基準では、「価格」の回答が８割強で最も高く、次いで「品質」「産地」の
順に多かった。

産地や生産者を意識して
石川県産の農林水産物・食品を選んでいるか

〔成人〕
普段、生鮮食品を購入する際何を基準に選んでいるか

調査項目（６）農林漁業体験について

〈考察〉
約８割が、産地や生産者を意識して石川県産の農林水産物・食品を「いつも選んでいる」「時々選んでいる」と回答
しており、地産地消への意識は浸透していると評価できる。
今後も県の特産品を提供する取組みや地元食材を知る機会を増やし、地元食材を選ぼうとする県民の増加を図る。
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・食品ロスを削減することに意識して「取り組んでいる」「どちらかといえば取り組んでいる」を合わせた
回答は、幼児を除いた調査対象で８割以上であった。

・取り組んでいる内容では、「残さず食べる」の回答が８割で最も高かった。
・食べないまま捨ててしまうときは、「消費・賞味期限内に食べられなかったとき」「購入後、冷蔵庫や保管
場所にいれたまま存在を忘れてしまったとき」の回答がすべての調査対象で高かった。

調査項目（８）食品ロスについて

〔前回比較 ・成人〕

食べないまま捨ててしまうときはどんなときか
（複数回答）

〔中高生・成人〕どのようなことに取り組んでいるか

〈考察〉
食品ロス削減に対する意識は総じて高く、幼児を除くすべての調査対象で８割以上が取り組んでいることから、家庭
や学校での教育・啓発が浸透していると評価できる。一方で、「残さず食べる」は８割以上の人が実行しているものの、
たい肥化やフードドライブなど、あまり取り組まれていないものもある。
また、廃棄理由として「期限内に食べきれない」「保管後に存在を忘れた」が多いことから、「食べきれる量を購入する」
「冷蔵庫を整理する」などの取組みについて、さらなる教育・啓発に努める必要がある。

食品ロスを削減することに意識して取り組んでいるか
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調査項目（９）災害時の非常食等の備えについて

非常食は、世帯人数分として何日分（１日３食）を想定して用意しているか

・非常食の備蓄について「３日分」「１週間分以上」を合わせた回答は、すべての調査対象で概ね２割であった。
・用意していない理由では、「何を備えてよいか分からない」の回答がすべての調査対象で最も高かった。
・「ローリングストック」について、言葉も意味も知らなかった者は、中高生で約８割、成人で約５割だった。

〔中高生・成人〕「ローリングストック」という言葉やその意味を知っていたか

用意していない理由

〈考察〉
３日分以上備蓄しているとの回答が約２割いる一方で、全く用意していないとの回答も一定数いることから、
引き続き、防災フェアや県政出前講座を通じ、ローリングストックによる家庭内備蓄の重要性について周知・啓発を図る
必要がある。
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調査項目（１０）食品の安全性について

〔前回比較・成人〕

・食品の安全性についての知識（※）が「十分にあると思う」の回答は、中高生で２割弱、成人では
１割未満であった。

・食品の安全性についての知識が「十分にあると思う」「ある程度あると思う」を合わせた回答は、
中高生、成人ともに概ね６割であった。

・前回調査と比較すると、成人では12.4ポイント低下した。

食品の安全性についての知識があると思うか

※食品の安全性についての知識
食中毒を予防する3原則（菌を付けない、増やさない、やっつける）、アレルギー物質・賞味期限や消費期限

・保存方法などの表示の理解や、健康食品の正しい知識や選び方などのこと。

〈考察〉
成人のうち、食品の安全性についての知識が「十分にあると思う」と回答した者は前回調査から減少し、中高生と比
較しても低い割合となった。
これは、「知識がない者が増えた」と捉えることもできるが、食中毒や健康食品についてのニュース等により、ある程度の
知識が身についたからこそ、「十分な知識がない」と回答した場合もあると考えられる。
県民が十分に理解し利用できるような情報提供、啓発のほか、正確な情報を適切なタイミングで分かりやすく伝えるた
めの工夫が求められる。
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関係部署一覧
担当部署

・健康福祉部  少子化対策監室子育て支援課
協力部署

・総務部   総務課
・危機管理部  危機管理政策課
     防災対策課
・健康福祉部  厚生政策課
     長寿社会課

    健康推進課
    薬事衛生課

・生活環境部  カーボンニュートラル推進課
    資源循環推進課
    生活安全課

・商工労働部  産業政策課
・農林水産部  農業経営戦略課

    里山振興室
    ブランド戦略課
    農業基盤課

     水産課
・教育委員会  保健体育課
     生涯学習課
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